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パーキンソニズムモデルラットの作製：	 7～9 週齢雄 Wistar ラットの背後に環境化学
物質を充填した浸透圧ポンプ(3	 mg ロテノン/kg/day)を埋め込み慢性曝露により作製した。	 
多動性障害モデルラットの作製：生後５日齢の雄 Wistar 系ラットに環境化学物質（1







と比較すると約 49％の寡動を示した。一方、生後 5 日齢の雄 Wistar ラットにロテノンを経
口投与すると、有意に多動性障害を示した。	 
【結論】	 
環境化学物質としてのロテノンの曝露時期により行動特性を異にするラットドーパミン神
経疾患を引き起こすことが明らかになった。このことは多動性障害が初めて記載されたエ
コノモ脳炎の病態と酷似していた。 
 
 
